
ソリュ－ション事例集

分
析
・
検
討
フ
ェ
ー
ズ

実
行
・
推
進
フ
ェ
ー
ズ

プロセス ◆具体的作業内容 ◇作業実施結果・検証結果

◆要望点のヒアリング

◇とにかく物流品質の向上を目指したい

◆改善目標の設定

◇コスト削減／人員削減�
◇物流品質の向上

◆現場検証による改善点洗い出し

◇センターの最終データ受信時間から出荷までの時間が短く作業が圧迫される。
◇１日に何度もデータ受信し同商品を何度もピッキングする等作業効率が悪い。
◇センター自体のキャパが一杯。�
◇人員の集まりが悪い。又主婦層が多く時間に制約ができる�
　 → 繁忙時間帯に人員が少ない。�
◇年末などの繁忙期に、人員補充が困難。�
◇各、得意先別の特別作業が多く、全体の作業効率が悪い。�
◇商品種類が多く又少量出荷も多い為、特に流通加工に時間が掛る。
◇各棚通路の作業量（出荷量）に偏りが見られる。�
◇欠品により一連の作業がストップし、作業効率の悪化となっている。
◇商品ＡＢＣ分析は出来ているが、ロケーションに反映されていない。
◇ピッキング時、同一場所に作業員が集中し検品作業場所が繁雑。
◇流通加工（値つけ等）作業場所が狭い。�
　テーブル上の商品が多くなると、ミスの原因に繋がる。�
◇一連の作業（ピック⇒検品⇒梱包⇒出荷）の流れが悪い�
◇ロケーションが不確定の為、商品探索時間が多い。

◆作業手順の変更及び作業標準書の作成�

◆作業に合わせたシステムのご提案。�

◆ロケーションの変更など、各項目に対し�

　改善案をまとめ、改善提案書を作成。�

　　『誰にでも出来る作業環境作り』を基本に改善提案

◆当社提案改善書に基づき改善を実施。

◇自社での持ち倉庫の為、完全アウトソーシングは断念されま
　　したが、当社提案改善書に基づきお客様独自で改善実施。
　『物流を今までと違った方向から見ることができ、とても役
　 立っています。』　『思ったより簡単に出来ました。』
　とのお声を頂戴致しました。

物流コンサルティングの事例 雑貨品関係の物流センター

実施目標の設定

現状調査

改善策の提案

改善実施

実質、月間約150万円のコストダウンに成功！!

予備調査


